家庭礼拝　2010年12月15日　エフェソ書4章　前半（１節～6節）
　賛美歌２３１　久しく待ちにし　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　１１８（17）　威光尊厳栄誉
起

第4章はとても大切な教えが、宝石のようにちりばめられています。私たちがクリスチャンとしてどのように生き、どのように考え、行うべきかが語られています。クリスチャンとしての成長の目標が語られています。この準備をするために、注解書も読みましたが、とても注解書を読んでいる気分になりませんでした。このすばらしい輝きをもった教えがくすんでしまうからです。私は注解書を読むのをやめて、この箇所から教えられることに直接聞くことにしました。
第四章は、そこで、と言う接続詞で始まるので、3章で言われたことをもう一度確認してみましょう。第三章で、パウロは、私は御父の前にひざまづいて祈ります。と言って祈り始めました。それは、3章の16節からでした。パウロはこのように祈りました。

「どうか、御父がその豊かな栄光に従い、その霊により、力を持ってあなた方の内なる人を強めて、信仰によってあなた方の心の内にキリスを住まわせ、あなた方を愛に根ざし、愛にしっかりと立つものとしてくださるように。」

そして、「ついには、神の満ち溢れる豊かさの全てに預かり、それによって満たされるように。」と言う祈りでした。パウロは、神様にこのことを願い、祈った後で、次に私達に勧めの言葉を語ったのです。それが4章となるわけです。パウロは人に勧めの言葉を語るとき、アドバイスをするとき、このようにまず、神様に祈り、そして人にアドバイスをしました。その勧めの言葉は、決して個人的な思いによるものではありません。その勧めは、神様への祈りと直結した勧めなのです。私達もまた、隣人に勧めをする場合、アドバイスをする場合、パウロのようにひざまづいて祈り、個人的な思惑を完全に拭い去って、そして、隣人にこうして欲しいと勧めるのがパウロに習った勧めの方法となるかと思います。
承

パウロはこのように勧めました。4章1節から3節です。
エフェ 4:1　そこで、主に結ばれて囚人となっているわたしはあなたがたに勧めます。神から招かれたのですから、その招きにふさわしく歩み、
エフェ 4:2　一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさい。愛をもって互いに忍耐し、
エフェ 4:3　平和のきずなで結ばれて、霊による一致を保つように努めなさい。
それは、一言で言うと、神様から招かれたのだから、その招きにふさわしく歩みなさい。と言うことです。結婚式に招かれたら、礼服を着ます。お客さんに招かれたら、そのお客さんに失礼の無いようにします。招きにふさわしくとは、自分のようなものをも招いてくださった相手に失礼の無いように、相手の人にふさわしいように、自分を整えることになります。でも、相手が神様の場合、具体的にどのようにしたらよいでしょうか、それが2節から3節に書かれているわけです。
最初に言われたことは、一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさい。と言うことです。一切高ぶることなく、とは謙遜でありなさいと言うことです。謙遜と言う言葉は、キリスト教が広まる前は美徳とは数えられなかったそうです。謙遜ということは弱さの象徴であり、へつらうことであり、負け犬的な印象があったようです。ですがキリスト教はこの謙遜を第一の美徳に挙げました。謙遜は、相手を自分よりも優れたものとすることです。それは神様に対してだけではなく、全ての人に対しても言われていることなのです。私たちは不安や恐れを感じるので、自分のほうが相手より優れていると思いたがります。ですが、本当は私達には、思い高ぶる理由は無いのです。それは私達には、相手の人がどのような人なのか本当のことは分からずにいるからです。相手の行為が本当に自分の理解した通りのものかどうかは、分からないからです。そこに神様の意図がどのように横たわっているか理解し得ないからです。その人の後ろに、神様の意図を感じるとき、人は謙遜にならざるを得ないのだと思います。とても高ぶる気持ちにはならないのでしょう。キリスト教の謙遜は、そのような自己認識に立つのです。それは神様の前に、自己自身の無価値さを知るようになり、その結果、自分を最も真実に知るようになるのだと思います。神様の前にあって、もう比較することをやめた時に、本当の謙遜が得られるような気がします。このようなわけで、パウロは最初に一切高ぶってはいけないといったのでした。
そして次には柔和でありなさいと言いました。イエス様は、柔和な人々は、幸いである。その人たちは地を受け継ぐ。と言いました。また、モーセは、柔和な人の代表格とされました。民数記12章3節では、「モーセと言う人はこの地上の誰にもまさって謙遜であった。」と書かれています。別の訳ではこの箇所ではこの謙遜と言う言葉が柔和と訳されています。この柔和と謙遜は非常に近い言葉だったようです。またある注解書では、柔和とは私たちが、寛大さと訳しているものと同じである。と言っています。ですから、この謙遜、柔和、寛容と言う３つの言葉は非常に近い言葉であり、実は一つのことを表そうとしている言葉に過ぎないかもしれません。柔和と言う言葉を定義して、ある人は、柔和である人とは、いつでもふさわしいときには怒るけれども、間違ったときには決して怒らない人のことであるといっています。また別の辞書には、柔和なることによって、弱く臆病ではなく、強く忍耐深く、憐れみ深い人間であることを言っています。柔和と言う言葉には、単に争わないだけでなく、底に秘めた強さと、憐れみ深さとが有るようです。パウロは私達にそのようなものでありなさいといっています。
そして最後に寛容でありなさいといいます。寛容とは、悪に対して軽々しく報復しない自制を意味します。寛容は忍耐と供に用いられることの多い言葉です。ある人は、「忍耐、寛容とは、恨みがましさも、不平も言わずに、侮辱と無礼とに耐える精神である。それはいらだちもせずに、人間のきわめてひどい愚かさに耐える精神である。」と言っています。寛容は、神の模範として示される特質です。寛容は寛大な心として、神の栄光を表すものであり、その目的は悔い改めに導くことでした。
この、謙遜、柔和、寛容から抱くイメージは、ふところ深く決して怒らず裁かない憐れみ深い人というイメージを抱きます。パウロは、私達に、招かれたものにふさわしく、謙遜で、柔和で、寛容なものとして歩みなさいと言っています。当時の、いろいろな迫害や、教会の混乱などを考えると、そのような苦難に対して、キリストの愛に立って、謙遜で柔和で、寛容なものとして歩むことがどんなに大切なことだったのかを思わされます。苦難に対しては、高ぶってはいけないのです。怒ってはいけないのです。裁いてもいけないのです。それらは苦しみの上に苦しみを重ねるだけです。パウロの勧めは、その当時決して社会の中では美徳とされなかった、謙遜、柔和、寛容をキリスト者の美徳として、キリストを内に持つものとして大切にして歩んでいきなさいと勧めています。

　そしてパウロは、愛をもって互いに忍耐し、平和の絆で結ばれて、霊による一致を保つように努めなさい。と言っています。愛が無ければ、忍耐を続けることが出来ません。人間の思いだけでは、どこかで破綻してしまいます。忍耐が無ければ、謙遜、柔和、寛容を行うことが出来ません。おおもとの愛に根ざしていなければ、決して、それらは本物にはなりえないのです。そしてそれができた時に、平和の絆で結ばれて、霊による一致が実現するのだと言っているのです。謙遜、柔和、寛容と言う作業を通して、霊による一致という豊かな実を結ぶことになるのです。これが、招いてくださった主にふさわしく歩むと言うことになります。
転
　私たちが、自己中心的で、利己的であった時、その世界はばらばらでした。ですが、自己が死んで、キリストが私たちの心に命をみなぎらせてくださる時、霊による一致を見ることが出来るのです。

そして霊による一致ということはどういうことなのかをパウロは、熱情をもって語ります。これはパウロが抱いている信仰の神髄といってもいいと思います。パウロが描いているクリスチャンのイメージです。この様に語られたことは今までありませんでした。4節から6節です。
エフェ 4:4　体は一つ、霊は一つです。それは、あなたがたが、一つの希望にあずかるようにと招かれているのと同じです。
エフェ 4:5　主は一人、信仰は一つ、洗礼は一つ、
エフェ 4:6　すべてのものの父である神は唯一であって、すべてのものの上にあり、すべてのものを通して働き、すべてのものの内におられます。
私たちは、体は一つ霊は一つ、そして一つの希望に預かるために神に招かれているのだと言います。体はひとつというのは、私たちが、一致して体なる教会を作り上げ、また作り上げられていることを言っています。そしてその教会に命を吹き込む霊は一つなのです。神の霊なのです。それは一つの希望に与るようにと招かれていることと同じだと言います。この一つの希望とは、キリストによって贖われ救われることです。私たちが霊による一致を与えられるということは、体なる教会のうちにイエスキリストの霊によって生かされることであり、それはキリストによって贖われ救われることと同じであると言っているのです。
　続けて、主は一人、信仰は一つ、洗礼は一つであると続きます。イエス様は唯一の主であり、イエス様を主とする信仰は一つです。そしてキリストに対する信頼によって受けることを許される、ただ一回だけの洗礼は一回性を持つキリストの救いの出来事と同じで、一つとされるのです。そして、全てのものの父である神は、唯一であって、すべてのものの上にあり、全てのものを通して働き、全てのものの内におられます。と語ります。この神様の説明の中でユダヤ教と違ってくるのは、神様を全てのものの父であると言っていることです。創造主でも、王でも、裁くものでもなく、父であると言っているのが新約の神様です。神であり、そして父であるのです。父と子に有る関係が、私達の神様と私達の上にも与えられたのです。そしてこの神様は全てのものの内におられると言っています。これもユダヤ教の時には言われなかったことです。新約の神様は内に居られる神様なのです。そして全てのものの上にあり、すべてのものを通して働かれる神様なのです。神様を遠ざけてはいけないのです。遠い神様ではないのです。私達の父であり、私達の内に居られ、働いてくださる神様であることを、しっかりと受け止め感謝と賛美をささげて行きたいと思います。
　私たちがこの原理に基づいて、具体的にどのように行動していったらよいのかがその後の7節から16節に書かれています。ですが、ここは時間がないので、簡単にお話いたします。ここで語られていることは、16節に集約できます。

エフェ 4:16　キリストにより、体全体は、あらゆる節々が補い合うことによってしっかり組み合わされ、結び合わされて、おのおのの部分は分に応じて働いて体を成長させ、自ら愛によって造り上げられてゆくのです。
すなわち、私たちはその一つの体を思いつつ、それぞれは、おのおの部分は、分に応じて働いて体を成長させ作り上げていくと言うことです。父なる神様がそれぞれに与えた役割、分に応じて、謙遜に働いていくと言うことが、キリストの体を作り上げ、ついには、私たちは皆、神の子に対する信仰と知識において一つのものとなり、成熟した人間になり、キリストの溢れる豊かさになるまで成長する、と、パウロは言っているのです。
結

パウロは私達に勧めました。謙遜、柔和、寛容の心を持ちなさい。そして愛を持って互いに忍耐し、霊による一致を保ちなさい。私達に勧められているのは、このことなのです。そしてそれは私達の根本に在るものが、体は一つ、霊も一つ、希望も一つだからだと言うのです。そしてその中にあって、父なる神は全てのものを通して働き、全てのものの内に居られるからなのです。
私たちは、その恵によって生きるものであり、全てを知る必要も、全てを出来るようにする必要もありません。その与えられた恵と、働きの場に有って、それを生かして生きることが、奉仕の業に適した者とされ、キリストの体を造り上げてゆくことになるのだと思います。
今週月曜日のNHKテレビ番組のプロフェッショナル・仕事の流儀で「山谷の町で命に寄り添う－山本美恵」と言うのを見ました。これは日本で唯一の私設のホスピスを立ち上げた夫婦の話です。簡単に言うと、日本のマザーテレサです。その行動原理はとても単純です。行き場のない死に掛かった人々に対して、ただ隣人となって寄り添うことのみを、願った人々です。ですがとても感動的でした。私は、真理を知りたい、人生を悟りたいと思いたがる者で、いろいろ読んだり考えたりしてしまいます。ですが、このような「ただ、隣人となる」、と言うことの単純さの中に、これほど大きな感動と働きがあることを思わされるのです。キリスト教のすばらしさを思いました。隣人を愛しなさいということを言っているのではないのです。ただ隣人となるだけなのです。私は、苦しんでいる人の隣人になりもしないのに、隣人を愛するとは何か、と考えているパリサイ人かもしれません。私たちは今、パウロから、「謙遜、柔和、寛容の心を持ちなさい。そして愛を持って互いに忍耐し、霊による一致を保ちなさい。」と言うたった一行の言葉を勧められているのです。あれでもない、これでもないと探し回っているよりも、この一行の言葉にかけて生きるのが、クリスチャンのような気がします。どうか、神様が、私達を聖書の言葉によって生きるものへと変えてくださいますように。お祈りいたします。
（一分間の黙想）
（祈り）

天にいます父なる神様。今日与えられました、聖書のみ言葉に感謝いたします。パウロが言っているように、謙遜、柔和、寛容の心を持つように、そして愛を持って互いに忍耐し、霊による一致を保ちなさい、と言う勧めを、どうか行うことが出来ますように。私は、不十分なものですので、どうかこの中のただ一つの言葉、謙遜であるようにと言う言葉だけでも良いですから、決心して行うことが出来ますように。そして一つの体として、成長させていただくことが出来ますように。
もう本当にすぐにクリスマスの時が来ます。この時をどのように迎えるべきかを、心を静かにして思い巡らすことができますように。浮ついたクリスマスではなく、あなたを心の内に迎える、本当のクリスマスとなりますように。
どうかあなたの愛と救いの計画が、世にあって、実現しますように。私たちがあなたの元にあって一つであることを、皆が知るものでありますように。あなたから流れ出た愛の流れが、私達を通り抜け、全ての人々の上にいきわたり、その命を輝かすものでありますように。

この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆キリストの体は一つ
エフェ 4:1　そこで、主に結ばれて囚人となっているわたしはあなたがたに勧めます。神から招かれたのですから、その招きにふさわしく歩み、
エフェ 4:2　一切高ぶることなく、柔和で、寛容の心を持ちなさい。愛をもって互いに忍耐し、
エフェ 4:3　平和のきずなで結ばれて、霊による一致を保つように努めなさい。
エフェ 4:4　体は一つ、霊は一つです。それは、あなたがたが、一つの希望にあずかるようにと招かれているのと同じです。
エフェ 4:5　主は一人、信仰は一つ、洗礼は一つ、
エフェ 4:6　すべてのものの父である神は唯一であって、すべてのものの上にあり、すべてのものを通して働き、すべてのものの内におられます。
エフェ 4:7　しかし、わたしたち一人一人に、キリストの賜物のはかりに従って、恵みが与えられています。
エフェ 4:8　そこで、／「高い所に昇るとき、捕らわれ人を連れて行き、／人々に賜物を分け与えられた」と言われています。
エフェ 4:9　「昇った」というのですから、低い所、地上に降りておられたのではないでしょうか。
エフェ 4:10　この降りて来られた方が、すべてのものを満たすために、もろもろの天よりも更に高く昇られたのです。
エフェ 4:11　そして、ある人を使徒、ある人を預言者、ある人を福音宣教者、ある人を牧者、教師とされたのです。
エフェ 4:12　こうして、聖なる者たちは奉仕の業に適した者とされ、キリストの体を造り上げてゆき、
エフェ 4:13　ついには、わたしたちは皆、神の子に対する信仰と知識において一つのものとなり、成熟した人間になり、キリストの満ちあふれる豊かさになるまで成長するのです。
エフェ 4:14　こうして、わたしたちは、もはや未熟な者ではなくなり、人々を誤りに導こうとする悪賢い人間の、風のように変わりやすい教えに、もてあそばれたり、引き回されたりすることなく、
エフェ 4:15　むしろ、愛に根ざして真理を語り、あらゆる面で、頭であるキリストに向かって成長していきます。
エフェ 4:16　キリストにより、体全体は、あらゆる節々が補い合うことによってしっかり組み合わされ、結び合わされて、おのおのの部分は分に応じて働いて体を成長させ、自ら愛によって造り上げられてゆくのです。
◆古い生き方を捨てる
エフェ 4:17　そこで、わたしは主によって強く勧めます。もはや、異邦人と同じように歩んではなりません。彼らは愚かな考えに従って歩み、
エフェ 4:18　知性は暗くなり、彼らの中にある無知とその心のかたくなさのために、神の命から遠く離れています。
エフェ 4:19　そして、無感覚になって放縦な生活をし、あらゆるふしだらな行いにふけってとどまるところを知りません。
エフェ 4:20　しかし、あなたがたは、キリストをこのように学んだのではありません。
エフェ 4:21　キリストについて聞き、キリストに結ばれて教えられ、真理がイエスの内にあるとおりに学んだはずです。
エフェ 4:22　だから、以前のような生き方をして情欲に迷わされ、滅びに向かっている古い人を脱ぎ捨て、
エフェ 4:23　心の底から新たにされて、
エフェ 4:24　神にかたどって造られた新しい人を身に着け、真理に基づいた正しく清い生活を送るようにしなければなりません。
◆新しい生き方
エフェ 4:25　だから、偽りを捨て、それぞれ隣人に対して真実を語りなさい。わたしたちは、互いに体の一部なのです。
エフェ 4:26　怒ることがあっても、罪を犯してはなりません。日が暮れるまで怒ったままでいてはいけません。
エフェ 4:27　悪魔にすきを与えてはなりません。
エフェ 4:28　盗みを働いていた者は、今からは盗んではいけません。むしろ、労苦して自分の手で正当な収入を得、困っている人々に分け与えるようにしなさい。
エフェ 4:29　悪い言葉を一切口にしてはなりません。ただ、聞く人に恵みが与えられるように、その人を造り上げるのに役立つ言葉を、必要に応じて語りなさい。
エフェ 4:30　神の聖霊を悲しませてはいけません。あなたがたは、聖霊により、贖いの日に対して保証されているのです。
エフェ 4:31　無慈悲、憤り、怒り、わめき、そしりなどすべてを、一切の悪意と一緒に捨てなさい。
エフェ 4:32　互いに親切にし、憐れみの心で接し、神がキリストによってあなたがたを赦してくださったように、赦し合いなさい。
エフェ 5:1　あなたがたは神に愛されている子供ですから、神に倣う者となりなさい。
エフェ 5:2　キリストがわたしたちを愛して、御自分を香りのよい供え物、つまり、いけにえとしてわたしたちのために神に献げてくださったように、あなたがたも愛によって歩みなさい。
エフェ 5:3　あなたがたの間では、聖なる者にふさわしく、みだらなことやいろいろの汚れたこと、あるいは貪欲なことを口にしてはなりません。
エフェ 5:4　卑わいな言葉や愚かな話、下品な冗談もふさわしいものではありません。それよりも、感謝を表しなさい。
エフェ 5:5　すべてみだらな者、汚れた者、また貪欲な者、つまり、偶像礼拝者は、キリストと神との国を受け継ぐことはできません。このことをよくわきまえなさい。
◆光の子として生きる
PAGE  
4

